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平成１８年の合併から１６年余りが経過し、この間、県におかれて

は、市政発展のために手厚い御支援をいただき、改めて厚く御礼申し上

げます。

本市においては、県からの御支援等もあり、子育て環境の充実や企業

誘致・農業振興等の施策が着実に成果を挙げ、人口減少が続く社会のな

かで、市の人口は増加を続けております。

加えて、近隣町へのＴＳＭＣ工場立地による製造業の振興や、中九州

横断道路ＩＣ整備により、九州北部エリアのゲートウェイ機能と阿蘇・

大分方面との結節点機能が強化されることで、熊本電鉄御代志駅周辺の

再開発等、さらなる成長に向けて機運の高まりを感じております。

今後の課題としては、このような成長の機会を活かす観光や経済活性

化のための新たな方策や、増加する地域住民の生活の充実を図ることが

あげられます。

これら課題の解決のため、県と連携した新たな取組についてのご提案

をさせていただきます。

具体的には、熊本県の主要産業であります「農業」をテーマとし、本

市中心部に位置しております県農業公園（カントリーパーク）、農業研

究センター、農業大学校のエリアにおいて、民間企業の資金・ノウハウ

を活用した新たな拠点が整備できないかと考えております。この拠点に

おいては、

・農業・食品製造に関する体験施設やアグリツーリズム、グランピン

グ施設の整備

・スポーツフィールドの整備

・県農業研究センターや農業大学校と食品メーカー等との農業・食品

に関する情報交換や技術交流、共同研究開発



・スマート農業の実証やその施設整備

・九州南部地域にはないアウトレットモールの整備等

（衣料品・食品の販売、飲食店・フードコート、熊本ブランドの農産

品・食品の販売施設等を想定）

といった取組等を想定しており、県内外のヒト・モノ・カネの流れを活

発化させる「広域交流拠点」となることを考えております。

このような民間企業の取組を県や本市が後押しすることで、熊本城や

阿蘇地域等の周辺観光地とのシナジー効果による県外観光客・収益増

加、県農業研究センター等と民間企業との共同研究開発等による新製品

開発・スマート農業の実用化といった経済成長・農業の成長産業化、雇

用の増大が見込まれます。

また、本市に少ない商業施設や市民の“賑わい”の場を整備すること

による本市を中心とした周辺地域住民の生活利便性の向上も期待できま

す。商業施設の整備は、農業公園（カントリーパーク）の利用増加や商

業施設・農業公園とのタイアップによる取組も期待でき、九州南部地域

にはない魅力的な施設とすることで、県外・海外からの買い物、観光客

も取り込むことが期待でき、新たな市場を創出するものであると考えま

す。特に、地域の子どもが農・食に触れる機会が設けられることで、情

操教育にも繋がると考えております。

この「広域交流拠点」についての構想は、本県の農業分野のさらなる

発展につながり「稼げる農業」を実現するもので、平成２８年熊本地震

や新型コロナウイルス感染症などにより落ち込んだ観光需要の起爆剤と

なる新たな観光拠点施設となるものと確信しています。

また、本市では、かねてから企業が多く進出し、人口増加も相まって

慢性的な交通渋滞が続いていますが、本構想は、中九州横断道路の早期



開通を後押しする大きな要素となるものと考えております。開通の結

果、九州各県からのアクセス向上が期待されます。

今回のご提案は、民間企業からの本県への投資を促す千載一遇の機会

であり、県内全域への経済浮揚・観光振興、平成２８年熊本地震からの

創造的復興が見込まれるものであります。

本市においては、本構想の実現に向け、県と一体的に推進してまいり

ますので、貴県におかれても本構想について御理解いただき、実現に向

けて主体的かつ積極的に御検討いただけますようお願いします。


